
数学Ⅲ第７章
「積分法」その１

「ノーマル型」を習得せよ



【用語確認】

微分すると𝑓 𝑥 になる関数を、𝑓 𝑥 の不定積分
または原始関数という。

න𝑓 𝑥 𝑑𝑥

と表す。



【用語確認】

𝑓 𝑥 の不定積分の１つを𝐹 𝑥 とすると、𝑓 𝑥 の
不定積分は

න𝑓 𝑥 𝑑𝑥 = 𝐹 𝑥 + 𝐶

（𝐶は積分定数）

と表す。

𝑓 𝑥 を被積分関数、𝑥を積分変数という。



【注意】

ここからは

（𝐶は積分定数）

は省略する。



【公式】「ノーマル型」と名付ける

න𝑥𝛼𝑑𝑥 =
1

𝛼 + 1
𝑥𝛼+1 + 𝐶

ただし𝛼 ≠ −1

න
𝑑𝑥

𝑥
= log 𝑥 + 𝐶 これだけ特殊、要注意



【例題】

න𝑥−3 ⅆ𝑥 = −
1

2
𝑥−2 + 𝐶

න𝑥−3𝑑𝑥 = −
1

2
𝑥−2 + 𝐶

先に指数部分を
つくる

（１を足す）



【例題】

න𝑥−3 ⅆ𝑥 = −
1

2
𝑥−2 + 𝐶

න𝑥−3𝑑𝑥 = −
1

2
𝑥−2 + 𝐶

𝑥−2 ′ = −2𝑥−3

これが問題にはな
い（じゃま）



【例題】

න𝑥−3 ⅆ𝑥 = −
1

2
𝑥−2 + 𝐶

න𝑥−3𝑑𝑥 = −
1

2
𝑥−2 + 𝐶

𝑥−2 ′ = −2𝑥−3
（じゃま）をなくすためにあと
から数字を付け加えるとよい



【例題】

න 𝑡 𝑑𝑡 = න 𝑡
1
2 𝑑𝑡

න 𝑡 ⅆ𝑡 =

න 𝑡 ⅆ𝑡 =
2

3
𝑡
3
2 + 𝐶

指数乗の形だ
と考えやすい



【例題】
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1
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2

3
𝑡
3
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න 𝑡 ⅆ𝑡 =
2

3
𝑡
3
2 + 𝐶



【例題】
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3
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න 𝑡 ⅆ𝑡 =
2

3
𝑡
3
2 + 𝐶

t
3
2

′

=
3

2
𝑡
1
2

これが問題にはな
い（じゃま）



【例題】

න 𝑡 𝑑𝑡 = න 𝑡
1
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3
𝑡
3
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′
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（じゃま）をなくすためにあと
から数字を付け加えるとよい



【練習タイム】

教科書の練習１をやってみよう

答えは次のページ



【答え】

(1)
1

5
𝑥5 + 𝐶 (2) −

1

4𝑦4
+ 𝐶

(3)
3

4
𝑥
4

3 + 𝐶 (4)
4

5
𝑡4 𝑡 + 𝐶

(5)
2

5
𝑥2 𝑥 + 𝐶 (6) 2 𝑥 + 𝐶



【課題】

４STEPの

３７１

をやりましょう


